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皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す

　

も
っ
け
だ
の

平成17年（2005）10月《第１号》

平
成
17
年
10
月
、
鶴
岡
市
・
藤
島
町

・
羽
黒
町
・
櫛
引
町
・
朝
日
村
・
温
海

町
が
合
併
し
、
新
「
鶴
岡
市
」
が
誕
生
。

同
時
に
創
刊
し
た
広
報「
つ
る
お
か
」は
、

18
年
目
の
今
年
３
月
で
、
３
０
０
号
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
広

報
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
等
を
つ
な
ぐ
広
報

紙
の
制
作
過
程
や
、
そ
の
役
割
を
果
た

す
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
す
。

◆

問
合
せ

本
所
総
務
課
広
報
広
聴
係

  

☎
35
‐
１
１
１
７

特 集

平成17年（2005）11月
～平成25年（2013）３月

当
時
の
編
集
担
当
者
と
振
り
返
る

３
０
０
号
の
あ
ゆ
み

旧１市４町１村の合併で
新たに生まれた広報「つるおか」

被写体が大きく見えるように
題字の調整も

創刊号の発行に向けて、合併市町村の広
報担当者が協力して、統合の準備を進め
ました。
統合後の広報紙では、各地域を知ってい
ただくことが大きなテーマでした。お知
らせ記事の見出しに地域名を入れるなど、
見慣れない地名もどこの地域か分かるよ
うに工夫しました。
表紙は月山８合目への途上の眺望です。
より良い構図を模索して撮影しました。

各地域に関連する記事を、バランス良く
取り上げるよう心掛けました。
各地域で受け継がれている伝統・文化を
知ってもらえるように、平成20年１月か
ら毎月、特集『文化の継承』を掲載しま
した。各地域の方々に参加していただく
座談会形式の記事でした。
また表紙も、「伝統文化」「人の表情」な
どのテーマを年ごとに決め、撮影に取り
組んでいました。

▲取材時に担当者が着ける腕章

▲特集『文化の継承』は２年間特集『文化の継承 は２年
・22回にわたって連載

当時の担当者の声
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平成25年（2013）４月
～平成28年（2016）４月

平成28年（2016）５月
～令和４年（2022）９月

市民モニターの声を聴き
表紙を含め全面リニューアル

表紙を通年フルカラーに！
鮮やかな四季をお届け

月２回だった広報の発行を、お知らせ版
と併せて月１回にしました。
発行回数が減っても情報の質・量を落と
さないように、お知らせ記事等の表記を
整理するのに苦労しました。またUDフ
ォント※の使用も開始しました。
リニューアルに当たっては、市民の皆さ
んから広報モニターを募集し、相談に乗
っていただきました。

令
和
４
年（
２
０
２
２
）

２
２
10
月
か
ら
現
在
の
デ
ザ
イ
ン
に
！

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す

つ

※UD（ユニバーサルデザイン）フォント
　高齢者や障害のある方等も読みやすく、
　誤読されにくいように作られた書体のこと

市民の皆さんから、広報を手に取って読
んでもらいたい。広報の魅力を伝えるの
が表紙の役割だと思っています。人物の
表情や自然の美しさを表現するには、フ
ルカラーの力が不可欠でした。
それまで新年号のみだったフルカラー表
紙を、１年を通じてお届けできるように
なったことで、使える写真の幅がぐんと
広がり、表紙の写真により強い印象を出
すことができるようになりました。

こんな一瞬、あったけの

表紙ギャラリー
フルカラー化してから初めて紅
葉を写した表紙です。イベント
参加者の笑顔と相まって、印象
に残っています。
平成28年（2016）12月号《225号》

新聞の投書欄で、市民の方から
「気持ちが明るくなる」と褒めて
いただいた表紙です。あどけな
い表情が撮影できました。
平成27年（2015）１月号《202号》

山五十川歌舞伎の支度を写した
この表紙は、「山形県広報コンク
ール」で特選に選ばれました。
担当者３人で撮影に臨みました。
平成26年（2014）１月号《190号》

実物の火縄銃を使った砲術演武
奉納を取材。安全な場所から、
望遠レンズを使って発砲の瞬間
を写しました。
平成24年（2012）７月号《163号》

表紙は広報紙の〝顔〟です。表紙の写真は、季節の行事や
特集に合わせた内容としています。歴代の編集担当者に、
思い入れのある表紙のエピソードを聞きました。

▲広報「つるおか」で
使用するUDフォント

あああああ

ヒラギノUD角ゴシック体

ヒラギノUD明朝体

あ
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目
の
不
自
由
な
方
へ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

「
声
の
広
報
」

佐
さとう

藤 絵
え み

美さん 成
なりた

田 愛
あい

さん

「
声
の
広
報
」
は
、
広
報
の
内

容
を
Ｃ
Ｄ
ま
た
は
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
に
収
録
し
て
、
目
の
不
自

由
な
方
へ
提
供
す
る
事
業
で
、

昭
和
56
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
障
害
者
支
援
オ
フ

ィ
ス
「
ひ
の
で
」
に
委
託
し
、

収
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
か
ら
は
、「
毎
月
の

イ
ベ
ン
ト
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
助
か
り
ま
す
」「
ふ

る
さ
と
の
話
題
が
読
ま
れ
る
の

が
楽
し
み
で
す
」「
た
ま
に
会

１ページずつ集中して読んでいま
す。間違わずに読み通せたときは
達成感がありますね。

聞き取りやすいように、読む速度
を一定にすることを心掛けて、ボ
イスレコーダーに録音しています。

い
に
来
る
息
子
と
の
、
共
通
の

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
」
な
ど

好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
方
は
、
本
所
福

祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

収録を担当しているお２人に
お話を聞きました！

編集会議

取材

編集

印刷・製本
校正

次号の特集テーマや取材するイベント等を
話し合います。表紙写真の撮影や「まちと
ぴ！」の取材・原稿作成は、各地域庁舎の
広報担当も一緒に行っています。

出来上がりをイメージし、構図や表情に
気を付けて写真を撮影。記事で取り上げ
る人物へのインタビューも行います。

パソコン上の編集ソフトで
記事を作成。読みやすく興
味を持ってもらえるように
編集します。

文章などに誤りがないか、広報担当と
各担当課等で確認します。

印刷業者にデータを入稿
し、印刷へ。製本したも
のを配付します。

初
公
開
！

広
報
が

で
き
る
ま
で

広
報
「
つ
る
お
か
」
は
、
記

広広
報報
「
報
「「
つつ
る
お
か
」
は
、

事
の
企
画
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・

事
の
事
のの
企企
画
企
画
、、
イイ
ンン
タ
ビ
ュ
ー
・

写
真
撮
影
か
ら
、
レ
イ
ア

真
撮
影
撮
影
か
ら
か
ら
、
レ
イ
ア
ウ
ト
ウ

の
編
集
、
文
章
校
正
ま
で

等
の
等
の
編編
集
、
文
章
校
正
ま
で
、

印
刷
製
本
以
外
の
全
て
の
工
程

印印
刷刷
製
本
製
本本
以
外
以
外
の
全
て
の
工

を
職
員
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

を
職職
員員
が
員
が
担
当
担
当
し
て
し
て
い
ま
い
ま
す
。

見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

見見
や
すす
い
デ
い
デ
ザ
イ
ン
・
読
み

章
表
現
に
な
る
よ
う

や
す
や
す
い
文文
章
表
現
に
現

な

に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様

に
工
に
工
夫
しし
て
いい
ま
す
ま
す
。
そ

子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

1
2

3

4 5

音声広報が収録された声声声広報広報広報広 が収が収録録さ録さされれた録さ録さされれ
CD等が自宅に届きますが自宅自宅にに届

入稿後、すぐに
次の号の編集会議へ…
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広報「つるおか」は、幅広い年齢層に読んでもらえる
広報を目指しています。表紙等を含めて、以下のリニ
ューアルを行いました。

鶴
岡
の
「
い
ま
」
を
伝
え
た
い

こ
れ
か
ら
の
広
報

リニューアルに際し、市LINE公式アカウントで表紙
デザインのアンケートを実施。10代から80代までの
広い年代から、計2,548票の投票がありました。
３つの候補の中から、
投票数が最も多かった
現在の表紙デザインが
選ばれました。

◆
市
の
広
報
の
役
割

市
の
広
報
に
は
、
主
な
役
割

が
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
が「
市

民
の
皆
さ
ん
に
市
政
の
情
報
を

お
伝
え
す
る
」
こ
と
。
も
う
１

つ
が
「
市
の
魅
力
を
内
外
に
発

信
す
る
」
こ
と
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報

を
入
手
す
る
機
会
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
情
報
を
取
得
で
き
る
よ

う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア

プ
リ「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
開
設
す
る
な
ど
、
多
様

な
手
段
で
の
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

鶴をイメージした鶴
ロゴデザインに！ロ

広報「つるおか」は
こちらでも

お読みいただけます

◆
紙
の
広
報
紙
の
意
義

紙
媒
体
と
し
て
の
広
報
紙
に

は
、
優
れ
た
点
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
。

１
冊
の
中
に
、
そ
の
と
き
皆

さ
ん
に
伝
え
た
い
情
報
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
手
元
に

置
い
て
何
度
も
読
み
返
せ
る
こ

と
。
誰
で
も
手
に
取
る
こ
と
が

で
き
、
広
い
世
代
が
読
め
る
こ

と
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
中
で
、
機
器
を
持
た
な
い
方

や
、
操
作
が
苦
手
な
方
等
に
も

情
報
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。今

ま
で
広
報
紙
を
読
ん
で
く

だ
さ
っ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

あ
ま
り
手
に
取
ら
な
い
方
に
も
、

情
報
を
お
届
け
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
分

か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
に
、
情

報
を
お
届
け
す
る
た
め
、
広
報

「
つ
る
お
か
」
は
時
代
に
合
わ

せ
て
変
化
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

市公式ツイッターツイッター

市LINELINE公式アカウント

約10年ぶりの紙面リニューアル
令和４年10月に広報紙のデザインを一新

▲市内外で活躍中の方をインタ
ビューで紹介します

市ホームページ
電子書籍
ヤマガタ
イーブックス

イベント紹介やお知らせ記事▶
のデザインもリニューアル！

◆表紙デザインアンケートの実施

内外で活躍中の方をインタ

を
楽
音
る
め
し
楽
が
も
誰

る
け
続
き
吹
て
け
向
に
郷
故

鎌田邦裕
scene03

Kunihiro Kamata

鎌田邦裕
scene03

３月18

式ホームページ▶
る。

公式

24

NASHONAIBLUE
　　

mbassadorＡ
i n t e r v i e

さかもと・りほさん
出身。小・中学生時

代はサッカーを、高
校、

クロスをしていた。
俊足。ゴルフ、スノ

ー

自然の中でのアクテ
ィビティや、温泉・

サ

を癒やすのが好き。
最近は釣りもたしな

む。

・さかもと・
区出東京都北区
ラク大学ではラ
など自ボードな
で疲れをウナで

▶
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14

イタリア人アーティストのダリオ・モレッティさんを講師に迎え、荘銀タクト鶴岡で開催。参加した子供たちは、日本語の通じないダリオさんを相手に、体を動

かしたり声を出したりと、工夫してコミュニケーションを図っていました。体全体での表現を楽しみながら、１枚の大きな紙に色彩豊かな街の絵を描き上げました。

こどものための１dayアートプログラム「ダリオさんと遊ぼう」

鶴岡｜１.11

令和５年鶴岡市二十歳を祝う会を開催

鶴岡｜１.８

成年年齢が18歳となったことに伴って、これまでの「成人式」の名称を改め「二十歳を祝う会」として初開催。今年度に20歳になる1,161人の内855人が集まり、友人との再会を喜び合いました。式典では、小学５年生

の児童代表から「夢に向かって頑張って」とエールが送られ、また参加者代表の後藤天士朗さんは「鶴岡で培った力と友情で困難を乗り越え、仲間と助け合って歩みを進めたい」と感謝と誓いの言葉を述べました。

親子そば打ち体験

親子９組が参加。地元・広瀬地区のそば打ち愛好者を先生に迎え、羽黒産のそば粉を使い、「こねて・伸ばして・切って」と楽しい時間を過ごしました。

羽黒｜12.27

くしびき寄席「笑う門には福来る」

山形落語愛好協会所属の３人の落語家が出演し、滑稽話や人情話など、古典・創作落語を披露。一人ひとり違う角度から観客の笑いを引き出していました。

櫛引｜12.17

トーク&交流会　ディスカバつるおか

知っているようで知らない地元鶴岡を再発見！飲食業・農業など様々な分野のゲストスピーカー７人の話を聞いたり、参加者同士で交流したりしました。

鶴岡｜12.29 プロジェクションマッピングin東田川文化記念館

酒田舞
まいこ

妓と藤島イルミネーションが初のコラボレーション。『庄内おばこ』など３曲の披露に合わせて光が舞い、会場は幻想的な雰囲気に包まれました。

藤島｜１.７～８

湯殿山スキー場の第２ロマンスリフトが再稼働

今シーズンにリニューアルした第２ロマンスリフト。利用者を快適にゲレンデの上へ運んでくれます。スキー教室の子供たちも楽しそうに滑っていました。

朝日｜～４.２

親子人形劇「クスクス」公演

幼児期からの読書力向上等を目的とした人形劇。集まった幼児たちは、人形のコミカルな動きやクスッと笑える演出に夢中になって、公演を楽しみました。

櫛引｜12.23

▲市LINE公式アカウントで行ったアンケート市 式 行

数投票総数
2,548票

ザザインイン①①デザデザデザデザデザデザデザデザデザ
0909881,1,1,1,000000 票票票

デザデザインインン②
949444票票票票

デザデザインイン③③ン③
505006票

スマートフォン等の普及に併せ、詳しい情報を市
ホームページ等のウェブ媒体と連携して確認でき
るように、２次元コードの掲載を増やしました。

行間や文字サイズを調整し、読みやすく、疲れな
いようにしました。

人にスポットを当てた連載を開始するなど、興味
を持ってもらえる読み物記事を充実しました。

◀◀


